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あのコロナ禍から3年が過ぎましたが、今再び新型コロナウイルスの感染がじわり拡大しています。 

特にゴールデンウイーク明けから、免疫をすり抜ける特徴をもつ「セミ型」を中心に、従来「感染しにくい」とされてきた18

歳未満の子どもへの感染が拡がっています。 

新型コロナウイルス感染症の流行は多くの方が感染し日常生活や社会活動に大きな影響が生じたその経験を忘れず、一人

ひとりが基本的な感染対策を心がけることが大切です！ 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症は「飛沫感染」「接触感染」により感染。 

「空気感染」では感染をしないと考えられていますが、閉鎖した空間（密閉）、近距離での会話や接触（密接）、ひとが多く集まる

場所（密集）には注意！  

飛沫感染 感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つば等）と一緒にウイルスが放出され、他の方がそのウイルスを口や鼻などか

ら吸い込んで感染する。 

接触感染 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウイルスが付きます。他の方がそれ

を触れるとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触れると粘膜から感染する。 

◆主な症状：発熱や咽頭痛、１週間前後の長引く咳、全身倦怠感等  

 

 

 

①手洗い 

特に帰宅時や調理の前後、食事前など石けんを使って手を洗い、アルコール消毒などで手を清潔に保つ。 

②咳エチケット 

咳症状がある場合、咳やくしゃみを手で押さえるとその手で触れた物にウイルスが付着し、 

ドアノブなどを介して他の方に感染させる恐れがあるので、咳エチケットに気を付ける。 

③三密回避 

持病がある方、ご高齢の方はできるだけ人込みの多い場所を避けるなどしてより一層注意！ 

④有症状時 

毎日体温を測定し症状を記録すること。有症状時は学校や会社をできるだけ休み、脱水にならないよう水分摂取を！！ 

 

 

 

 

 

 

    ⑤予防接種 

    特に高齢者や基礎疾患のある方は重症化リスクが高くなるため、ワクチン接種は重症化予防の有効手段の一つです。 

兵庫県では、令和6年10月1日より65歳以上の方等を対象に新型コロナワクチンの定期接種を実施していますので、 

詳細はお住いの市町にお問い合わせください。 

忘れないで！ 新型コロナウイルス感染症はまだ身近に潜んでいます 

新型コロナウイルス感染症とは・・・・・ 

日常生活で気を付けること 

《こんな症状があれば受診しましょう！！》 

●高熱（38度以上）が続く    ●呼吸が早い、息苦しそう   ●顔色が悪い、ぐったりしている   

●水分がとれず、尿の回数が少ない ●持病があり、症状が悪化している など 

※小さなお子さんやご高齢の方、持病がある方は早めに受診をしてください。 

※受診する前に必ず医療機関に電話連絡をしてください 


